
 

 

 

 

 

 

 

 

 

今月の保健目標 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

令和８年７月１日 

大府南中学校 

保  健  室 

 

最近、何かに強い興味が湧いたり感動したりしたことはありますか。わくわく・どきどきして心が動くと、脳に素晴らしい 

影響があると言われています。「もっと知りたい」「もっと試してみたい」という好奇心や探求心が刺激されることが、物事

を深く大きく考える力を育てることに繋がります。 

 夏休みは、好奇心や探求心を深堀りするチャンスです。読書やスポーツなどに好きなことに打ち込み、どんどん成長 

していく自分を楽しみましょう！ 

 

＜アイスラリー＞ 冷たい飲み物で、体の中を冷やす 

 

熱中症の予防には、水分や塩分を摂ることも大切ですが、飲み物の種類や飲み方も大切です。最近話題

のアイスラリーは、飲み物と小さな氷がシャーベット状に混ざっている飲み物です。細かい氷の粒子が液体に分

散した状態の飲み物で、氷よりも体の内部を効率よく冷やすといわれています。市販されているものもあります。

薬局などで探してみてくださいね。 

また、普段の学校生活ではお茶等を水筒に入れて持ってきていますね。こまめに飲むように心がけましょう。 

体調不良の生徒の話を保健室で聞くと、「朝から水分を摂っていません」「のどがかわかないので水筒持ってきて

いません」などという人がいます。気付かないうちに水分や塩分が失われていることもあるため、意識して水分補

給できるとよいですね。そして、水筒を使ったらその日のうちに洗いましょう。 

使ったらその日の 

うちに洗う 

ふたやパッキンを

外して洗う 

よくゆすいで 

しっかり乾燥 

させる 

熱中症を予防しよう 

 



 
 

６／８（月）の５時間目に三河病院児童精神科 小児科医 森 重智 先生をお招きして講演していただきました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 学校保健委員会後の生徒の感想を一部紹介します  

・子どもにはいろいろな権利があって、それが守られていることを改めて学びました。 

・LGBTQ の人や多数派の人と心や体の違いなどの相互理解を深めて、いろんな人が生きやすい社会になっていくことが 

大切だと気づきました。 

・もしかしたら自分も気づいていないだけで、誰かを傷つけてしまっていたかもしれないので、これからは一つ一つの発言に 

責任をもてるように、言っていいかわからないものは一回考えてから言おうと思う。 

・やっぱり個性の違いは認めるべきだし、相手が嫌と言ったならやめる、謝るなどのことはこれから社会で生きていく上で大

切なことだと思った。 

・子どもにも権利があることがわかりました。そして、男として生まれてきたけど心は女、女として生まれてきたけど心は男とい

う人もいるから、決めつけないで相手を苦しませないようにして生活していきたいと思いました。 

・相手のラインを超えないように気をつけて人々とこれから関わっていきたい。 

・他人から否定されても、自分の意思を尊重して、悩んでいることは先生や家族に相談することが大切だと知りました。外

見だけで判断するのではなく、その人の中身を知ってそれを軽蔑しないような人になりたいと思いました。 

・親に聞かせたいと思いました。 

 

 保護者のみなさま   

  今年度、大府南中学校では「包括的性教育」に取り組んでいます。第２回学校保健委員会は、９月７日（月） 

１３：１５～１４：２５です。今回学んだ人権や多様性などからさらに学びを深め、児童精神科医 森 重智  

先生と 産婦人科医 伊藤 加奈子先生にデートＤＶや恋愛段階、性行為のリスク、二次性徴、妊娠避妊、性感染 

症、ネットリテラシー等のお話をしていただく予定です。保護者の方のご参加もお待ちしています。 

 


